
各 什

弊社が受注した工事の一部において、設計図書と異なるアスファルト合材が使用されて

いた事案につきまして、第3 回技術検証委員会(2024年9月12日)が開催されましたの

で議事録を別紙のとおり公表いたします。

第3回技術検証委員会議事録の公表について(お知らせ)

《添付資料》

「第3回技術検証委員会

代表者

問合せ先

2024年10月2日

会社名鹿島道路株式会社

代表取締役社長吉田英信

管理本部総務部長竹田寿彦

(TEI :03-5802-8001)

議事録」

以上



日時

場所

出席者

2024年9月12日

弁護士法人瓜生

事務局

小山太士委員長(弁護士法人瓜生・糸賀法律事務所弁護士特別顧問)、秋葉正一

委員(日本大学生産工学部教授)、加納陽輔委員旧本大学生産工学部教授)

弁護士法人瓜生・糸賀法律事務所

第3回技術検証委員会議事録

1 「弊社施工工事において設計図書と異なるアスファルト合材が使用されていたことに

ついてご報告(第4穀)」の公表を踏まえた対応

鹿島道路株式会社から2024年9月6日付けで「弊社施工工事において設計図書と異なる

アスファルト合材が使用されていたことについてご報告(第 4 叛)」(以下「第 4 報」とい

う。)が公表されたことを踏まえて、製造再現試験及び品質確認試験の実施計画について変

更が必要となることが確認された。

17時00分から 18時00分まで

糸賀法律事務所会議室(WEB会議システムを併用)

2 製造再現試験及び品質確認試験の実施計画の変更

上記 1 の確認内容に基づき、第 4穀で新たに報告された工事で使用されたアスファルト

合材も製造再現試験及び品質確認試験の対象とすることとし、その実施計画が決定された。

また、品質確認試験を実施する外音除式験機関についても追加することを検討し、対象機関

を決定した。

3 長期供用性確認(路面性状調査)の計画

長期耐久性の検証方法としては、既に室内試験を行う方針が決定されたが、これに加えて

路面性状調査を行うこととし、その実施計画及び外部調査機関が決定された。

4 次回委員会の開催

以上のとおり、変更後の製造再現試験及び品質確認試験の実施計画並びに新たに決定さ

れた長期供用性確認促各面性状調査)の計画を踏まえ、次回委員会の開催についてはその進

捗等に応じ別途調整することとなった。

以上

員委


